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連結損益計算書

第１四半期
（ 1 -3 月）

FY25Q1 
実績

FY26Q1 
実績

前年同期比
上段：増減額
下段：増減率

売上高 2,083 2,702
+619

+29.7%

売上総利益 1,163 1,475
+312

+26.8%

売上総利益率 55.8% 54.6% △1.2ppt

販管費 718 868
+150

+20.8%
販管費率 34.4% 32.1% △2.3ppt

人件費 219 254
+35

+16.0%

広告宣伝費 133 179
+46

+34.5%

広告宣伝費率 6.4% 6.6% +0.2ppt

賃借料 37 23
△14

△37.8%

減価償却費 52 75
+23

+42.8%

その他経費 277 337
+60

+21.7%

営業利益 445 607
+162

+36.5%

営業利益率 21.4% 22.5% +1.1ppt

経常利益 433 587
+154

+35.5%

特別損益 0 31 +31
親会社株主に帰属する

四半期純利益 316 465
+149

+47.2%

為替影響除く 連結売上高増減 +440 +21.2%

連結営業利益増減 +125 +28.2%

連結純利益増減 +120 +38.0%

FY25Q1 
実績

FY26Q1 
実績

増減額 増減率

海外売上高 1,681 2,217 +536 +31.8%

海外比率 80.7% 82.0% - +1.3ppt

平均為替レート（円）
FY25Q1 

実績
FY26Q1

実績

1ドル 152.90 156.54

1ユーロ 160.70 183.62

1人民元 21.02 22.59

（単位：億円）
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全カテゴリー、全地域で 増収（前年同期比 +29.7%) 、 粗利益率は米国関税の影響があるも 、 増収により営業利益は増益．

営業利益（前年同期比 +36.5% ） 、 四半期純利益（前年同期比 +47.2% ）ともに過去最高．

2026 年12 月期 第１四半期 連結決算サマリー（１）

カテゴリー業績 ：

連結：

• 売上高： 2,702 億円（前年同期比： +29.7 % 、為替影響除く： +21.2 % ）

• 粗利益率： 54.6 % （ 前年同期比： △1.2 ppt ）

• 営業利益： 607 億円（ 前年同期比： +36.5 % ） / 営業利益率： 22.5 % （ 前年同期比： +1.1 ppt ）

• 四半期純利益： 465 億円（ 前年同期比： +47.2 % ）

A ３資料 (vs 
PY)
参照

• パフォーマンスランニング：  高付加価値商品にフォーカスし増収増益 ． 特に、 欧州、東南 ・ 南アジアで大幅増収．

 売上高：前年同期比 +19.1% （為替影響除く +10.1 ％）、 カテゴリー利益率： 25.4 ％（前年同期比△ 1.3ppt ）

• スポーツスタイル ：  全地域で増収．特に、北米、欧州で 80 ％を超える増収．

 売上高：前年同期比 +69.6% （為替影響除く +56.3 ％）、 カテゴリー利益率： 32.9 ％（前年同期比 +1.2ppt ）

• オニツカタイガー ：  全地域で増収．特に、インバウンド需要の強い日本に加えて、欧州で大幅増収．

 売上高：前年同期比 +33.8% （為替影響除く +29.0 ％）、 カテゴリー利益率： 39.6 ％（前年同期比 +3.2ppt ）

全カテゴリーで増収 増益. 特に、 スポーツスタイル は約70% の大幅増収．

カテゴリー業績の大幅成長の文言を検討
⇒修正済み
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2026 年12 月期 第１四半期 連結決算サマリー （２）

地域業績：

在庫効率：

全地域において増収増益を達成、営業利益率では特にアシックスジャパン、欧州、東南・南アジアで向上 .

棚卸資産は、 SS26 シーズン在庫の順調な消化により前期末比 81 億円減少（為替影響除くと 98 億円減少） ．

AJPの売上高前期比の％を外部売りベースに統一
⇒完了

• アシックスジャパン ：  オニツカタイガーのインバウンド好調継続により粗利益率が良化し営業利益率が更に向上 ．

 インバウンド売上高は 131 億円となり、前年同期の 91 億円から大幅増収 .

 売上高：前年同期比 +22.0% 、 営業利益率： 31.7 ％（前年同 期比 +3.2ppt ）  

• 欧州 ：  スポーツスタイル、オニツカタイガーでの大幅な増収及び販管費のコントロールにより営業利益率は向上 . 

 売上高：前年同期比 +43.8% （ 為替影響除く +27.2% ） 、営業利益率： 21.5 ％（前年同期比 +1.3ppt ）

• 東南・南アジア ：  タイ、ベトナム、インドにおいて、主にパフォーマンスランニング及びオニツカタイガーが大幅増収 .

販管費のコントロールにより営業利益率は向上．

売上高：前年同期比 +34.6% （ 為替影響除く +28.7% ） 、営業利益率： 26.3 ％（前年同期比 +1.9ppt ）
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2026 年12 月期 連結業績予想

経常利益以下、為替影
響除く増減率は - 。

経常利益以下、為替影
響除く増減率は - 。

• 足元の業績が順調に推移しており、中東情勢に起因する業績への重要な影響は現時点では想定せず．

一方で、世界情勢の先行きは依然として不透明な状況が続いていることを慎重に考慮し、 2026 年２月 13 日に公表した連結業績予想を据え置き．

（単位：億円）
FY25
実績

FY26
予想

FY25 比
増減率

（ご参考）
為替影響除く増減率

売上高 8,109 9,500 +17.2% +16.7%

営業利益 1,425 1,710 +20.0% +19.7%

営業利益率 17.6% 18.0% + 0.4ppt -

経常利益 1,392 1,650 + 18.5% -

親会社株主に帰属する

987 1,100 +11.4% -
当期純利益

為替レート USD EUR RMB

2025 年12 月期 150.32 169.09 20.93

2026 年12 月期 150.00 170.00 21.00

配当金 中間 期末 通期

2025 年12 月期 12.0 円 16.0 円 28.0 円

2026 年12 月期 18.0 円 20.0 円 38.0 円

２０２６年度も に修正
１７％の主要な要因が顧客体験価値の向上？１文目見直し
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主要マラソン大会の状況

#001E62 #0E31A0 #2947d1 #485CC7 #B6B8DC #EBEBEB #A9A9A9 #919191 #5E5E5E

• 本年開催された主要マラソン大会で引き続き高いシェアを獲得．

• METASPEED シリーズ着用の契約アスリートが、主要な大会で上位成績を獲得．

ムンバイ （ 2026 年1 月） ロサンゼルス （ 3 月）

大阪（ 2 月）

35 %

38 %

19 %
参加人数：約 7万人

参加人数：約 3万4 千人

参加人数：約 2万3千人

No.1

東京（ 3 月）

34 % 参加人数：約 3万9千人

No.1

No.1

No.2

シューズ着用シェア 契約アスリートの活躍

東京 Men 2 位 Geofrey Toroitich （ジョフリー・トロイティチ）（ケニア）

ロサンゼルス

Men
1 位 Nathan Martin （ネイサン・マーティン）（アメリカ）

3 位 Enyew Nigate （エニュウ・ニガテ）（エチオピア）

Women
1位 Priscah Cherono （プリスコ・チェロノ）（アメリカ）

3 位 Antonina Kwambai （アントニーナ・クワンバイ）（ケニア）

パリ Women
2 位 Misgane Alemayehu （ミスガネ・アレマイエフ）（エチオピア ）

3 位 Magdalyne Masai （マグダリン・マサイ）（ケニア）

ボストン

Men
1 位 John Korir （ジョン・コリル）（ケニア）

2 位 Alphonce Simbu （アルフォンス・シンブ）（タンザニア）

Women 2 位 Loice Chemnung （ ロイス・チェムヌング ）（ケニア）

Misgane  AlemayehuGeofrey Toroitich Nathan Martin John Korir

※ Jewell Running Group 調べ

パリ （ 4 月）

24 %

参加人数：約 5万7千人

No.1

©東京マラソン財団 ©The Adventure Bakery
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• 2027 年12 月に、主にトップアスリート向けシューズの製造を担う新たな生産拠点「 ASICS TECHNICAL LAB 」を兵庫県神戸市に開設予定．

• アスリートから細やかな要望を聞き取り、一人ひとりに寄り添ったものづくりをより高いレベルで実現．

• 本社、アシックススポーツ工学研究所、神戸空港にも近い地理的利点を生かしてスピード感のある検証と改良を行い、より高付加価値なプロダクトの提供を目指す．

ASICS TECHNICAL LAB

外観イメージ

所在地： 兵庫県神戸市 ポートアイランド

稼働予定： 2027 年12 月

主な機能：

・トップアスリート向けのシューズ製造

・プロトサンプルの制作 及び検証

・シューズ製造技術の伝承 及び人財の育成

主な製品： ランニングシューズ、陸上スパイク、テニスシューズなど

神戸市

アシックススポーツ
工学研究所 本社

ASICS TECHNICAL LAB

神戸空港
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• OneASICS 会員数は全地域で順調に増加．

• タイトルスポンサーレースを起点とした、 レース体験 の拡充と会員接点の拡大を実施．

• OneASICS 会員には出走権が当たる抽選会などの施策により新規会員を獲得．

• 大会を起点とした、充実したレース体験と会員接点拡大のため、

OneASICS 会員向けに出走権・航空券・ホテル宿泊券や、

限定ノベルティが当たる抽選企画の他、大会前日のグループラン等の

体験型アクティベーションを提供．

• 国際女性デーに合わせた女性ランナーのコミュニティ形成・

トレーニング支援プログラム「 LA100 Women 」を開催し、

ランナーとの多様な接点を創出．

EC 売上高の推移

日米欧豪

OneASICS 会員数推移
2,430 万人

（前年同期比 +25.8% ）

中華圏
（同 ＋24.5 ％）

その他地域
（同 ＋40.8 % ）

インド（同 ＋23.0 ％）

2026 Q12024 Q1 2025 Q1

その他地域

中華圏

2024 年Q1 以降は、 OneASICS 経営を全社一丸で推進すべく、中国・インドなどで展開するローカルプログラムの会員数も含めて集計 ．
加えて、個人情報の扱いの観点から、アシックスプライバシーポリシーに基づき 2年以上ご利用のないアカウントの失効・削除を実施．

1,931 万人

1,480 万人

日米欧豪

日米欧豪
（同 ＋20.4 ％）

インド

アシックスロサンゼルスマラソンにおける取り組み

デジタルに関する取組み

OneASICS 会員限定の
ノベルティ抽選ブース

LA100 Women

その他地域

中華圏

インド

2024 年Q1 2025 年Q1 2026 年Q1 25Q1 vs 26Q1

EC
売上高 292 億円 356 億円 401 億円 +12.7 % ※

※戦略的な絞り込みを実施した北米を除くと、 +24.9 ％の成長
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連結損益計算書

第１四半期
（ 1 -3 月）

FY25Q1 
実績

FY26Q1 
実績

前年同期比
上段：増減額
下段：増減率

売上高 2,083 2,702
+619

+29.7%

売上総利益 1,163 1,475
+312

+26.8%

売上総利益率 55.8% 54.6% △1.2ppt

販管費 718 868
+150

+20.8%

販管費率 34.4% 32.1% △2.3ppt

人件費 219 254
+35

+16.0%

広告宣伝費 133 179
+46

+34.5%

広告宣伝費率 6.4% 6.6% +0.2ppt

賃借料 37 23
△14

△37.8%

減価償却費 52 75
+23

+42.8%

その他経費 277 337
+60

+21.7%

営業利益 445 607
+162

+36.5%

営業利益率 21.4% 22.5% +1.1ppt

経常利益 433 587
+154

+35.5%

特別損益 0 31 +31
親会社株主に帰属する

四半期純利益 316 465
+149

+47.2%

為替影響除く 連結売上高増減 +440 +21.2%

連結営業利益増減 +125 +28.2%

連結純利益増減 +120 +38.0%

FY25Q1 
実績

FY26Q1 
実績

増減額 増減率

海外売上高 1,681 2,217 +536 +31.8%

海外比率 80.7% 82.0% - +1.3ppt

平均為替レート（円）
FY25Q1 

実績
FY26Q1

実績

1ドル 152.90 156.54

1ユーロ 160.70 183.62

1人民元 21.02 22.59

（単位：億円）
再掲
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社外向けの際、
体裁を調整する

販管費の状況

163 156 126 

100 98 
89 

86 91

75

91 90 

76 

184 179

133

258 254

219

FY26Q1

期初計画

FY26Q1

実績

FY25Q1

実績

人件費

広告宣伝費

荷造運搬費

販売手数料

賃借料・減価償却費

その他

+35 （ +20 ）  

+46 （ +34 ）  

+14 （ +7 ）  

+9 （ +1 ）  

+16 （ +10 ）  

+30 （ +16 ）  

882
（ 35.0% ）

868
（ 32.1% ）

△14
（△ 61 ） +150

（ +88 ）
718

（ 34.4% ）

上段：販管費額
下段： 販管費率

△4 （△ 15 ）  

△5 （△ 13 ）  

△1 （△ 6 ）  

+5 （ +0 ）  

△2 （△ 7 ）  

△7 （△ 20 ）  

増減額
（為替影響を除く増減額）

平均為替レート
（円）

FY26Q1
計画

FY26Q1
実績

FY25Q1
実績

1ドル 150.00 156.54 152.90

1ユーロ 170.00 183.62 160.70

1人民元 21.00 22.59 21.02

（単位：億円）

• 期初計画比は、増収に加え、主に広告宣伝費における効果最大化を目的とした施策実行時期の調整もあり、売上高販管費率は 2.9 ppt 低下．

• 前年同期比は、為替影響（ +62 億円）を除いて 88 億円の増加． 販管費率は2.3 ppt 低下の32.1% ．

• 販管費増加の主要因はプロフィットシェアなどの人的資本投資の強化による人件費、 欧州の好調な事業モメンタム維持や米国でのランニング専門店の販売強化に

向けた広告宣伝費、 及び売上連動コストの増加 ．

支払手数料超過要因 手元資料で
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PRUN組替なし
注意事項：
社内資料はAJPからATRへの事業移管への影響及
びATRのOtherをPRUNとWKに分解の影響を組み
替えている。
外部開示資料は1Q同様に
PRUN合計の外部開示数値は変更しない

7/22
・コメントは基本的に Q1 から変更
無し
・ OT 売上2 倍超→約2 倍に変更

PRUN 戦略的絞り
込みなど説明追記

SPS
東南・南アジアも追加

カテゴリー別連結売上高

• P.RUN は主に欧州、東南・南アジアにおける WS チャネルが好調により大幅増収．

• SPS は全地域で増収．特に、北米と欧州で 80 ％を超える大幅増収．

• OT は全地域で増収． 特に、インバウンド需要の強い日本に加えて欧州において大幅増収 ．

SPS 1000 億超

カンマ

254

103

351

283

37

305

144

596

378 

43

CPS AP SPS OT WK

増減率 + 19.1% +19.8% +39.5% +69 .6% +33.8% +15.9%

為替影響を
除く

+10.1% +12.5% +29.5 % +56.3% +29.0% +15.9%

（ 単位：億円 ）

FY26Q1FY25Q1

+245

+95

980

1,167

P.RUN

増減額： +187

戦略的な絞り込み
３，２６９のフォント変更

+6

※

※2026 年よりウォーキング（ WK ）を開示 .

+51

+ 4 1
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PRUN組替なし
注意事項：
社内資料はAJPからATRへの事業移管への影響及
びATRのOtherをPRUNとWKに分解の影響を組み
替えている。
外部開示資料は1Q同様に
PRUN合計の外部開示数値は変更しない
Others合計の外部開示数値も変更しない

+162
+36.5 %

+46
+45.3%

連結営業利益内訳（カテゴリー別）

FY25Q1 FY26Q1

上段：増減額
下段：増減率

（単位：億円）

445

607

カテゴリー別営業利益

P.RUN

CPS AP
SPS

OT Others

+35
+13.2%

+14
+23.2%

+84
+75.8%

+14
+85.5%

FY25Q1 FY26Q1

（単位：億円）
カテゴリー

利益
カテゴリー

利益
カテゴリー

利益率

P.RUN 261 296 25.4%

CPS 60 74 24.5%

AP 16 30 21.0%

SPS 111 195 32.9%

OT 103 149 39.6%

WK 3 7 17.7 ％

• 全カテゴリーで増益 . 特に、 SPS 、 OT で大幅増益．

• カテゴリー利益率は、 P.RUN を除く 全カテゴリーで良化 . P.RUN は欧州のマラソン大会でのアクティベーション強化により宣伝費が先行するも利益率は計画通り ．

数値確認
Othersを調整

WK

+4
+143.7%
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P.RUN CPS AP SPS OT WK Others Total

売上高
1,167 305 144 596 378 43 69 2,702

(+187) (+51) (+41) (+245) (+95) (+6) (△6) (+619)

カテゴリー利益
296 74 30 195 149 7

(+35) (+14) (+14) (+84) (+46) (+4)

カテゴリー外コスト
133

(+23)

連結営業利益
607

(+162)

カテゴリー外コスト増減額の
計算ロジックは 、億円（ 切り捨て）
の引き算。あと、マニュアルで
シューバッカの弁護士費用を減らす
必要がある、その際に林統括へ渡す
A3 資料に内容を記載して渡す。
（ TTL 、 ANA 箇所に減少金額と減少
後の増減）

24 年Q4 A3 資料 カテ外
人件費+86 億円(AHQ+18 億円、北
米+13 億円、日本 +7 億円他)

PRUN組替なし
注意事項：
社内資料はAJPからATRへの事業移管への影響及
びATRのOtherをPRUNとWKに分解の影響を組み
替えている。
外部開示資料は1Q同様に
PRUN合計の外部開示数値は変更しない

（ FY23Q3 実績）

（ 単位：億円 ）

（  ） 内は前年同期比

カテゴリー外コスト及びカテゴリー別損益

• カテゴリー外コストは、主に人件費及び減価償却費等で増加するも、前年同期比 +20.9% と増収率の範囲内でコントロール．

コメント増減率は為替含むで記載

カテゴリー外コスト増加内容
・人件費＋１億円（ AHQ ＋３億円、日本＋ 3 億円、北米△ 14 億
円、欧州＋ 3 億円、オセアニア＋ 2 億円、 SESA ＋2 億円、 ALA
＋1 億円）
・減価償却費＋ 14 億円（うち AHQ ＋12 億円IT関連投資）
・コンピュータ費＋ 6 億円（ AJP＋2 億円、欧州＋１億円、
SESA ＋１億円）
・租税公課＋ 4 億円（中華圏＋ 2 億円、欧州＋ 1 億円、 AHQ ＋1
億円）
・賃借料＋４億円（ AHQ ＋3 億円、 AOP ＋1 億円）
・研究費＋２億円（ AHQ ）

タイトル検討
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ポイント

• 売上高は、欧州、東南・南アジア、中華圏で大幅に増収し、前年同期比 +19.1% の増収. 

• 今年2 月に新発売した SUPERBLAST 3 及び引き続き好調な NOVABLAST 5 を中心に、

BOUNCE モデルが成長を牽引 ．

• 米国のランニング専門店向けの売上高は 前年同期比+34.3 % の増収（為替影響除く）となり、  

引き続き米国の 主要な取引先との連携を強化 ．

• 粗利益率は、主に米国関税の影響により前年同期比△ 0.5ppt の52.4 ％.

• カテゴリー利益率は、米国関税の影響に加えて、主に欧州におけるマラソン大会に向けた

アクティベーションの強化による宣伝費の増加により前年同期比△ 1.3ppt の25.4 ％となるも

計画通りで推移 .

• 下期に向けて、売れ筋の BOUNCE モデルや、 STABILITY ・ CUSHION ・ TRAIL モデル等でも

イノベーティブな製品を投入 .

その他地域増減は、K資料欄外で計算（南米+韓国+調整）

PRUN組替なし
注意事項：
社内資料はAJPからATRへの事業移管への影響及びATRの
OtherをPRUNとWKに分解の影響を組み替えている。
外部開示資料は1Q同様に
PRUN合計の外部開示数値は変更しない
Others合計の外部開示数値も変更しない

・地域別について、経理中間ファイルの日本はATRを含むので、
アシックスジャパンは中間ファイルではなくA3資料からAJPのみ
の数値を使用
・金額億円切り捨て
・増減率はAJPのみの増減率を使用

✓

✓

小見出し化

矢印を動的な
ものに、上昇
カーブ
過年度は薄く、
2位を目立た
せる。
6月除く。

63

263

329

133

61 53 6370

280

417

153

72 73 79

アシックスジャパン 北米 欧州 中華圏 オセアニア 東南・南アジア その他地域

（南米・韓国等）

+26.5 %
（ +11.9 % ）   

増減率： +11.4 %
（為替影響除く： -）   

パフォーマンスランニング（ P.RUN ）

第１四半期
（１ -3 月）

FY25Q1 FY26Q1
前年同期比

増減額 増減率

売上高 980 1,167 +187 +19.1%

為替影響除く 1,079 +99 +10.1%

カテゴリー利益 261 296 +35 +13.2%

カテゴリー利益率 26.7% 25.4% - △1 .3 ppt

（単位：億円）

FY26Q1FY25Q1

増減額： +7

＋6.4%
（＋ 2.6 % ）   

＋17 +88

+ 15.1 %
（ +7.6% ）   

+20

+11

+17.7%
（ +3.9% ）   

+37.8%
（ +31.8% ）   

+20

+ 23.8 %
（ +10.9% ）   

+ 16

三か月為替影響除く７４８のフォントの色を変更
シェアNo.1に向けた構成を継続→Prunで確認

最後の文再検討

二つ目の開始位置調整
３つ目南米、中華圏、東南アジア
⇒修正完了

戦略的絞り込み⇒このまま
積極的なマーケティングの詳細
⇒PRUN主導のブランドキャンペーンと商品ローンチキャンペーン。マ
ラソンやランニングイベントを通じたMK活動によるお客様との接点拡
大を目的とした活動

SUPERBLAST 3

ミッドソールは 2 層構造で反発性を追求しつつ、優れた安定性を実現 .

通気性に優れたアッパー材を採用し足元を快適に保てるように設計 .

テクノロジーと個性を象徴した明るくエネルギッシュなデザインとカラー .

多様なランニングスタイルに対応可能なモデル .

※

※2026 年より一部の商品を SPS に移管 .
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パフォーマンスランニング（ P.RUN ） ラインナップ

• 日々のジョギングからフルマラソンまで、用途・走力・走法に合わせた細かいラインナップで構成．
• 豊富な足型データに基づく機能性が強み．トップアスリートから市民ランナーまで幅広くカバー．
• 高付加価値商品へのシフトを進め、プレミアムブランドとしてのポジショニングを強化．

CUSHIONSTABILITY

GEL -CUMULUS 28

GEL -PULSE 17

GEL -KAYANO 32

GT-2000 14

GT-1000 14

GEL -NIMBUS 28 

TRAILSPEED

METASPEED RAY

MAGIC SPEED 5

TRABUCO  MAX  5

TRABUCO 14 

METAFUJI TRAIL

BOUNCE

NOVABLAST 5 

SONICBLAST

MEGABLAST

SUPERBLAST 3

S4+ YOGIRI

METASPEED TOKYO

安定感のあるサポート やわらかなクッション性 沈んで弾む反発性 スピード重視の設計 強力なグリップ性
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第１四半期
（１ -3 月）

FY25Q1 FY26Q1
前年同期比

増減額 増減率

売上高 254 305 +51 +19.8%

為替影響除く 286 +32 +12.5%

カテゴリー利益 60 74 +14 +23.2%

カテゴリー利益率 23.9% 24.5% - +0.6ppt

億円切り捨て

79

37

58

18

32

13 15

83

43

72

28
38

21
16

アシックスジャパン 北米 欧州 中華圏 オセアニア 東南・南アジア その他地域

+17.3%
（ +12.8% ）   +9.4%

（△ 0.5% ）   

（単位：億円）

増減率： +5.1 %
（為替影響除く： -）   

+54.2%
（ +49.2% ）   

コアパフォーマンススポーツ（ CPS ）

（南米・韓国等）

+24 .3 %
（ +10.0% ）   

+55.3%
（ +45.5% ）   

+21.2%
（ +6.9% ）   

増減額： +4

+6

+10
+6

+14

+8
+1

ポイント

• 売上高は、 テニス、バレーボールをはじめとしたインドアスポーツの伸長により増収．

• 粗利益率は、特に北米における WS 比率の上昇と米国関税の影響により、前年同期比△ 0 .4 ppt の

4 6 .6 % ．

• カテゴリー利益は、特に欧州、中華圏、東南・南アジアで増益．

• テニス主要国際大会における契約選手の商品着用を起点とした製品訴求を強化するとともに、

主要得意先及びキー・オピニオン・リーダーを招待したグローバルテニスイベントの実施やマー

ケティングコミュニケーションの強化を通じて、主力テニス事業におけるプレゼンスを

さらに高める。

SKY ELITE FF 3 （インドアスポーツシューズ）

METARISE 2 のDNA を受け継ぐ、

反発性とクッション性を兼ね備えたフラッグシップモデル

←フォント確認
他のスライドも

FY26Q1FY25Q1
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23

9

40

11
7 7 3

28

10

64

15
10

8 5

アシックスジャパン 北米 欧州 中華圏 オセアニア 東南・南アジア その他地域

ポイント

• 売上高は、ランニング商品が好調な欧州に加え、中華圏、オセアニアでも増収し、カテゴリー

全体で前年同期比+ 39.5 % の増収．  

• 粗利益率は、販売価格の適正化、高付加価値商品への注力などにより、 54.6 % （前年同期比

+0.1ppt ）と改善．

• カテゴリー利益は、好調な欧州が牽引し、大幅増益．

• 今季は伊勢型紙の紋様で表現した商品を 展開. さらに軽量性と動作性を追求した設計を融合する

ことで、ブランドの独自性を強化し、新規顧客獲得と既存顧客のロイヤリティ向上を図る .

増減率：＋ 20.9%
（為替影響除く： -）   

+19.2%
（ +16.2% ）   

アパレル（ AP ）

（南米・韓国等）

＋13.7%
（＋ 7.6% ）   

+60.4%
（ +43.4% ）   

+41.4%
（ +32.5 % ）   +33.6%

（ +17.9% ）   +48.6%
（ +33.9% ）   

増減額：＋ 5

＋1

+4
+3

+24
+1 +2

LIMITED SERIES WIND BREAKER JACKET

日本の伝統技法を用いたデザインと ASICS アパレルのテクノロジーを兼ね備え、

衣服内を駆け抜ける空気の流れを「 ibuki （息吹）」として表現した

フラッグシップとなるランニングアパレル .

（単位：億円）第１四半期
（１ -3 月）

FY25Q1 FY26Q1
前年同期比

増減額 増減率

売上高 103 144 +41 +39.5%

為替影響除く 133 +30 +29.5%

カテゴリー利益 16 30 +14 +85.5%

カテゴリー利益率 15.8% 21.0% - +5.2ppt

（単位：億円）

FY26Q1FY25Q1

AJP 野球事業
２５Q1：
AP Sales 3.3億円/ GP% ３７．１%
ACC Sales 0.7億円/ GP% 34.7%
野球事業抜きのGP% 57.6%

26Q1:
AP Sales 4.4万円/ GP% 0.2%
ACC Sales 6.6百万円/ GP% 0.6%
野球事業抜きのGP% 52.2%
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2Q時点：パリファッションウィークの
活気を受けて、アシックスはアス
リートではなくファッションアイコンに
向けたフットウェアとライフスタイル
アパレルを展開し、ビンテージテッ
クを踏襲しつつスポーツスタイルを
昇華させ、オンラインとオフラインの
イベントでその技術と履き心地の良
さをSNSやECを通じたデジタルブラ
ンド体験で提供しています。

◎キネテックフルーエント(SS25)
香港と宮下パーク（ピンポイント過ぎる）
商品画像の権利はOK

11月からイベントで12月発売Q4

キネテックがシリーズでフルーエントが普及版とい
う意味
ファッション層のもう１つの柱である140ドルで、ここ
に対してマーケティングをする
人がいる写真があればスポーツスタイルの世界観
が伝わるかも。

ノヴァリスシーズン２
イメージを高めるための施策。シャツとシューズの
セットで買う人が多い。
ノヴァリスのカプセルコレクションであるフットウェア
アパレル含めてローンチする

文案：
市場で市民権のあるK１４の続きで、ビジブルテック
なキネテックフルーエントを投入する

スタイリッシュ、おしゃれさ、とがったの資料

４Qのコメントの方向性：
・なぜ売れたのか（マーケ内容→売れ
たもの記載）：実績部分で記載
・今後何がうれるのか（製品画像で表
現？）

・ライフスタイルという言葉は廣田さん
が却下するので使わない。ブランド訴
求という言い方をする。

1Qのコメントの方向性：
・24年を土台に1Qはどうなったのか？
（マーケ内容→売れたもの記載）：
実績部分で記載

・計画比で1Qで未達分に触れる？→触れな
い。年間開示予想での比較しかないため。た
だし、リカバリーしているストーリーだと良さそ
う。
・2025年2Qはどういうマーケ活動をしてどの
ように市場が広がるのか
（製品画像で表現？）

去年まではまだまだ認知がない、
コラボパートナーを展示していた。
コラボパートナーの力も借りて、
露出していた。
今年はコラボパートナーは副次的。
プレミアムなブランドとしてのイ
メージだけでなく、ビジブルテッ
クを全面的に再活性化していきた
い。テック感、快適性を訴求して
いく。

神戸ストアの店頭にもある。
6 ヵ月のシーズンの中で強調したい
ものは SNS だけでなく店頭や動画
も含めてフルでプロモーションを
している
SNS 以外にもメディア、 Ecom す
べてに。

4 月にヨーロッパのデリバリーが回
復し、 FP水準まで累計で戻る予定。

売上高は、 VINTAGE TECH が引き続き好調を維持、 MODERN のGEL-NYC や注力サイ

ロのVIS-TECH である KINETIC FLUENT の売上構成比が増加し、全地域で増収 . 特に北

米、欧州、中華圏、日本で 2 倍以上の増収.

粗利益率は、引き続き高付加価値商品に対する需要が強く 5 1 .5 % （前期比 + 2 .0 ppt ）改

善.

強いVINTAGE TECH のモメンタムを活かして、 2 月にキコとのキュレーションにス

タートし、 3 月にインライン商品、 4 月には汎用的なカラーを販売し、包括的なマーケ

ティング活動を通じて女性客へのリーチ拡大を図る .

6 月のパリファッションウィーク期間中にブランドイベントを実施し、プレミアムライ

フスタイルブランドとしてのプレゼンス向上を図る .

• 売上高は、 VINTAGE TECH が引き続き好調を維持、 MODERN サイロ のGEL-NYC やVIS -

TECH のKINETIC FLUENT の売上構成比が増加し、全地域で大幅成長 .

• 粗利益率は50.7 % 、 前期比△0.3ppt とマイナスも、 WS チャネルが大きく成長 .

• 強いVINTAGE TECH のモメンタムを活かし、 2 月からグローバル発売した GEL-DS TRAINER 

14 を全面的に押し出したマーケティング活動を通じて、女性客へのリーチ拡大を図る .

• 昨年に引き続き 6 月のパリファッションウィーク期間中にブランドイベントを実施し、

プレミアムライフスタイルブランドとしてプレゼンスの更なる向上を目指す .

・上期下期のトレンドがあれば。マーケ費。

・商品説明：２５AWがクォンタムの周年で、アッパーが現代テイスト。

・ビズテックをもっと次のトレンドとして伸長していきたい。

・ポートフォリオのバランスをビンテージテックよりから他の柱を育てていく。ビズテック再活性化。

・今後の取り組みとマーケティングコメント：東京のアクティベーション(9月)、ポップアップ。こうご期待の文調。

・アシックスだけ。東京でのブランドイベント、東京から世界にスポーツスタイルを発信していく。9月規模の大きな。一般客やメディ

アもくる。

（東京世界陸上のタイミングに合わせたイベント）※日付、場所あとで。

・商品ポートフォリオの拡充：引き続きビズテックなどの商品を打ち出しつつ、ビンテージテックに偏らない、ポートフォリオを目指す。

・ブランドの体験

・女性へのリーチは：キュムラス、ビンテージテック（1Qで書いたから2Qは書かない）

・WS施策について：特定の製品は作ってはいるが・・。各チャネルのブランド体験の効果を通じて・・という表現。WS/RT/EC全体

への施策による増加。

AEG ： SPS のメンズシュー
ズを取り扱う JDの店舗数は
2024 年286 店舗、 2025 年
450 店舗で1.6 倍成長、
2026 年650 店舗予定。
Women 、 Kids も順調に増
加。
ANA:2024 年120 店舗、
2025 年190 店舗で1.6 倍成
長、 2026 年250 店舗予定。

ポイント

• 売上高は、欧州及び北米の WS チャネル において VINTAGE TECH のGEL-1130 、 GEL-

CUMULUS 16 やMODERN のGEL-NYC が好調で大幅成長．

• 粗利益率は主に米国関税の影響により 前年同期比△0.6ppt の50.1 ％となるも、 カテゴリー利益

は特に北米と欧州 の増収により増益．

• ミラノデザインウィーク等でのマーケティング施策を通して、ブランド体験価値向上を図る ．

• スポーツスタイルに特化した新店舗を展開予定 .

19

80

142

46
18 14 2921

146

265

78

31
16 37

アシックスジャパン 北米 欧州 中華圏 オセアニア 東南・南アジア その他地域

増減率： +11.9%
（為替影響除く： -）   

+12.5%
（ +9.2 % ）   

スポーツスタイル（ SPS ）

（南米・韓国等）

（単位：億円）

+81.1 %
（ +75.9% ）   

+85.6%
（ +63.6% ）   

+67.8%
（ +57.3% ）   

+72.0%
（ +51.7% ）   

+26.9%
（ + 19.9% ）   

増減額： +2

+66

+32

+13

+12 3

+2 +8

第１四半期
（１ -3 月）

FY25Q1 FY26Q1
前年同期比

増減額 増減率

売上高 351 596 +245 +69.6%

為替影響除く 549 +198 +56.3%

カテゴリー利益 111 195 +84 +75.8%

カテゴリー利益率 31.7% 32.9% - +1.2ppt

10/23 以降更新

SPS の画像選定とコメントのマニュアル
・画像に対するコメント：をリンクさせた文章
を記載
・今後の取り組みに対するコメント：次の四半
期に向けたコメント (ポップアップ等がなけれ
ば画像に対するコメントのみ）
①商品画像について
・商品画像は何か
・商品画像の説明文をもらう
・それはなぜ選んだのか？
②今後の取り組みについて
・ SPS がその他力を入れていること
・ 10 -12 月でのポップアップやマーケ活動

8,084 8,316 +232 +2.9 %

オーストラリアのHSDT→変更
粗利益率の文修正

1Q 類似

Or クリエイティブ
スタジオ

GEL -KINETIC 2.0

ライフスタイルシーンにおける最上級の快適性とより未来感のある革新的な

デザインを 追求した VISIBLE TECH サイロの フラッグシップモデル

効率的なマーケティング施策とは⇒対売上の広告宣
伝費率が減少（△0.5ｐｐｔ）

GelNYC２．０確認⇒前作「GEL-NYC」からのアップ
デート商品。今回が初出し

FY26Q1FY25Q1

※2026 年より一部の商品を P.RUN から移管 .

※
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スポーツスタイル（ SPS ） プロダクトポートフォリオ

• 複数の商品群を持つことで、トレンドサイクルの早いスニーカー市場における柔軟な機会創出とリスクに対応．
• プレミアムな方向へシフトし、  $100 以上の製品を中心にプロダクトポートフォリオを構成 .
• アパレルコレクションを活用したスタイリング提案や コラボレーションによる製品 訴求・新顧客の取り込みを 実施しながら、 AW26 も引き続き多様な新製品を投入 .

VISIBLE TECH MODERN VINTAGE TECH CLASSICS

テクノロジーとスタイルの融合 アーカイブの再構築 2000 年代アーカイブ 90 年代アーカイブ スケートボードに向き合った
テクノロジーとスタイル

コラボレーション製品

※製品の時代背景、 リテール 店頭表現･EC でのお客様への案内を踏まえ SILO 名を再構成

GEL -KAYANO 14 GEL -LYTE lll GEL -FLEXKEE PRO 2.0GEL -NYC 2.0GEL -KINETIC  2.0

GEL -QUANTUM 360 ⅠCM GEL -NUNOBIKI HYPERSYNC JAPAN PROSKYHAND OG

ASICS X  CECILIE BAHNSEN
GEL -QUANTUM 360 Ⅰ

ASICS X KIKO KOSTADINOV
LYASA FF

ASICS X OTTO 958
GEL -SD ARZACHOTTO

ASICS X KITH
GEL -LYTE Ⅲ Remastered

ASICS X Gino Iannucci
LEGGEREZZA FB

SPS APPAREL SKATEBOARDING

SPS 世界観の創出

SS26 INLINE COLLECTION

ASICS X YOASOBI
COLLECTION
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オニツカタイガー（ OT ）
MEXICO66 GOLF
MEXICO 66 SD をベースに、ゴルフ用途に対応する機能を付加したモデル．
プレーと日常の双方に適応する設計により、着用シーンを拡張．

ポイント

• 売上高は、インバウンド 需要が好調な日本を中心に全地域で伸長し、前年同期比 +33.8% の増収．

• 日本における インバウンド売上は 112 億円となり、第１四半期（ 1 ～3 月）として過去最高を更新

（前年同期比 +43.1% ） ．

• 粗利益率は74.7% （前年同期比 +0.7ppt ） と 、 引き続き高水準 を維持．

• 3 月、ファッション性とゴルフシューズの機能性を融合した「 MEXICO 66 GOLF 」を発売．

• 今夏、日本で大型旗艦店の出店を予定 ．

（単位：億円）第１四半期
（１ -3 月）

FY25Q1 FY26Q1
前年同期比

増減額 増減率

売上高 283 378 +95 +33.8%

為替影響除く 365 +82 +29.0%

カテゴリー利益 103 149 +46 +45.3%

カテゴリー利益率 36.4% 39.6% - + 3.2 ppt

131

16

77

5

36
16

182

26

95

5

48

20

日本 欧州 中華圏 オセアニア 東南・南アジア その他地域

（韓国）

増減率： +39.0%
（為替影響除く： -）   

+ 34.2 %
（ + 26.7% ）   

+ 55.8%
（ +36.3% ）   

+ 23.3 %
（ + 15.3% ）   

+ 16.6 %
（ + 2.9% ）   

+23.4%
（ +20.6 % ）   

増減額： +51

+18

+0
+10 +12

+4

二つ目、中国の自粛要請あるも堅調である旨記載
→河野さん資料では101億円

最後の文→2月にAW26・・・・への参加

（単位：億円）

FY26Q1FY25Q1
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ウォーキング（ WK ）

ポイント

• 売上高は、 XXXXXXXXX

• 粗利益率は、．

• カテゴリー利益は、．

• XXXXX

（単位：億円）第１四半期
（１ -3 月）

FY25Q1 FY26Q1
前年同期比

増減額 増減率

売上高 37 43 +6 +15.9%

為替影響除く 43 +6 +15.9%

カテゴリー利益 3 7 +4 +143.7%

カテゴリー利益率 8.4% 17.7% - +9.3ppt

37

43

日本

増減率： +15.9%
（為替影響除く： -）   

増減額： +6

（単位：億円）

FY26Q1FY25Q1

RUNWALK TRAD SNEAKER LUX
上質な革を使用した日本製スニーカー

ポイント

• 売上高は、インバウンド売上が好調な直営店が牽引し、前年同期比＋ 15.9 ％の増収．

• 粗利益率は、販売価格の適正化等により 55.9 ％（前年同期比＋ 3.8ppt ）．

• 増収、粗利益率の改善に加え販管費も適切にコントロールした事により増益．

• 東京エクストリームウォーク 100 への協賛やイタリアの靴見本市への出展を通じて、 ASICS 

WALKING のブランド価値向上を推進．
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地域別売上高

• 欧州は、 P.RUN の堅調な成長を軸に、 SPS （ +63.6% ）と OT （ +36.3 ％） が牽引し、前年同期比 +27.2% と大幅成長 ．

• 中華圏は、主にリテールでの売上が好調に推移し、前年同期比 +20.0% と成長を継続．

• 東南・南アジアは、主に Eコマースで売上が伸長し、前年同期比 +28.7 ％と大幅成長 .

切捨て
注意

コメントの
増減率は為替除く

AJPとＡＡＰ以外は内部
売り含む

グラフは内部売り込み
(AJPのみ内部除く）

東南・南アジアは外部
売りベース(為替含む)

増減率は為替除く増減率 + 22.0% + 23.0% +43.8% + 28.2% + 27.4% + 34.6% + 23.4%

為替影響を除く - + 18.8% +27.2% +20.0% + 12.4% + 28.7% + 13.4%

317 

391 

587 

290 

124 125 129 

386 

481 

845 

371 

159 168 159 

アシックスジャパン 北米 欧州 中華圏 オセアニア 東南・南アジア その他

（ 単位：億円 ）

※ 決算短信における日本地域の売上は、前期 505 億円、 当期592 億円です． 当説明資料においては、他の地域との比較可能性を考え、主要５カテゴリーを販売するアシックスジャパンとしております．

FY26Q1FY25Q1

増減額： + 69 + 90 + 81

+ 35 + 30

東南・南アジア： (増減率は為替影響除く )

シンガポール    31 億円 (+11.6%) 

タイ 32 億円 (+33.4%)

マレーシア       31 億円 (+ 7.4 %)

ベトナム      8 億円 (+201.0%)

インド             41 億円 (+42.0%)

インドネシア    23 億円 (+ 28.7 %)

（南米・韓国等）

131 億円

(前年同期比+40 億円)

うちインバウンド

売上高

※

+ 258

+ 43

ひとつめ、がドライバーになり
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連結営業利益内訳（地域別）

※  日本地域には、アシックスジャパンの他、アシックス商事、ニシスポーツなどの会社を含みます．

FY25Q1 FY26Q1

中華圏

オセアニア 東南・
南アジア

その他

欧州
北米

日本

調整額上段：増減額
下段：増減率

（単位：億円）

△11
-

+6
+10.6%

+64
+53.5%

+43
+62.9%

+1
+7.0%

+14
+45.2%

+6
+25.7%

+162
+36.5 %

445

607

地域別営業利益

+39
+ 35.8 %

FY25Q1 FY26Q1

（単位：億円） 営業利益 営業利益 営業利益率

日本※ 106 145 24.5%

うち、アシックスジャパン 90 122 31.7%

北米 57 63 13.3%

欧州 118 182 21.5%

中華圏 67 110 29.7%

オセアニア 22 23 14.9%

東南・南アジア 30 44 26.3%

その他 23 29 18.7%

切捨て
注意

営業利益率20 ％以上の地域をピック
アップ

営業利益率は為替含む

DTC の表現を減らす

営業利益率はK資料参照

• アシックスジャパンは、 OT の大幅増収に伴い営業利益率31.7% （前年同期比 +3.2ppt ） と大幅に向上 ．

• 東南・南アジアは、 P.RUN 及びOT の増収により営業利益率は 26.3 ％（前年同期比 +1.9ppt ）と良化 .

北米SPS リテールよりECでは？
欧州 FX悪化は記載不要
⇒完了
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1,289

403 356

35

1,734

523
401

44

+29.8%
（ +23.0 % ）

ホールセール（ WS ） ※ リテール（ RT ） EC ※ ランニングサービス

※ 自社EC サイトとマーケットプレイスは EC に含み、ホールセール Eリテーラーはホールセールに 含んでおります ．

+25.9%
（ +22.1 % ）   

チャネル別売上高

61.8% 64.1% 19.4% 19.4% 17.1% 14.9% 1.7% 1.6%
チャネル別
売上高構成

ランニングサービスは RBS と RRNA の外部売り合計
注： FY22Q4 はRK 、 njuko 、 RBS が含まれない

+12.7%
（ + 5.2 % ）

上段：増減率
下段： （為替影響を除く増減率）

（単位：億円）

WS 、 RT 売上： 20 ％以上の地域を
ピックアップ

説明文は為替影響を除く増減率で記載

FY26Q1  FY25Q1  

+445

+ 120
+ 45

+9

+34.6%
（ + 25.0% ）

• ホールセールは、北米、欧州、東南・南アジア等 の増収により 前年同期比+ 25.0% (北米+37.4 ％、 欧州+ 36.3% 、東南・南アジア +27.8 %) ．

• リテールは、アシックスジャパン、中華圏、東南・南アジア等の増収により 前年同期比+23.0%

（アシックスジャパン +41.6 ％、 中華圏 +24.8% 、東南・南アジア +21.2 ％）．

• EC は、戦略的な絞り込みを実施した北米を除く全地域で増収し前年同期比 +5.2 ％．北米を除くと +15.6 ％の成長.

リテール： Q1 で既に内容について述べているため、
省略・

EC ：自社 EC については Q1 で記載済みのため省略。

OneASICS の会員数の伸びと
EC 売上の伸びの連動が止まった

→アメリカの戦略的絞り込み＋ EC の伸びの要因がOT
にあるため

OT （ EC) は約64 億円の増収

リテール、EC 営業利益率のコメント

為替除く増減率はK 資料参照

により は限定感が出る。 等に変更
WSの伸び率19.7％～の位置調整（高い）⇒完了
WSがQ3 20％から落ちた理由？Q4の値引き？
⇒Q3のWSGP率は48.1％と0.1％程度しか減少していない。一方
で、営業利益率が19.3％⇒15.0％と販管費が大きく影響。プロ
フィットシェア等Q4特有の費用も影響
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4 月度主要地域売上 売上高
為替影響を
除く増減率

売上高
為替影響を
除く増減率

連 結 794 ＋14.7% 中華圏 136 ＋17.0%
アシックスジャパン 140 ＋28.9% オセアニア 42 ＋29.9%

北米 123 △2.9% 東南・南アジア 46 ＋28.5%
欧州 213 +16.1% その他 55 ＋13.5%

794 

621 
667 

619 656 670 

817 
762 

643 665 
604 590 

991 

830 
881 

794 

1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月

Q1   +29.7% （ + 21 .2% ）

連結売上高（月別・四半期別）

（単位：億円）

■FY26  ■売上速報
■FY25  ■前年同月比％（為替影響を除く増減率）

+ 24.8 %
(+ 17.0 %)

• 26 年4 月単月売上は794 億円※．前年同月比 + 28.2 % （為替影響除くと +14.7% ）．

• 全カテゴリーで増収 . 特にSPS は+89.2% （為替影響除くと + 65 .2% ）、 OT は+43.6% （為替影響除くと + 35 .2% ）と前年同月比で大幅増収．

• 地域別では、アシックスジャパン、オセアニア、東南・南アジアなどで大幅増収．

アシックスジャパンのインバウンド売上は 59 億円（内、 OT 52 億円）と単月過去最高（ + 47 .2 ％増収） .

北米はホールセールの月ずれ及びリテール・ EC での戦略的な絞り込みによる影響．

+ 33.6 %
(+ 21.9 %)

+ 32.0 %
(+ 25.4 %)

+28.2%
(+14 .7 %)

※ 2026 年4 月の売上高は速報データに基づいているため、確定データとは差異が生じることがあります．
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連結貸借対照表

総資産 6,401 （前期末比 +536 ）

負債

3,222

（前期末比 +91 ）

純資産

3,179

（前期末比 +445)

流動資産

4,622

（前期末比 +523 ）

固定資産 

1,779

（前期末比 +13 ）

自己資本比率： 49.4% （前期末： 46 .3 % ）

（単位：億円）

主要な増減

現預金の増加 + 71

売掛金等の増加 +465

棚卸資産の減少 △81

主要な増減

買掛金等の減少 △56

短期借入金の増加 + 375

未払費用の減少 △134

未払法人税・消費税等の減少 △71

主要な増減

当期純利益 + 465

配当の支払 △113

  繰延ヘッジ損益   +61

• SS26 シーズン在庫の順調な消化により、棚卸資産は前期末比 81 億円減少（為替影響除くと 98 億円減少）．

• 増収に伴う所要運転資本（主に売掛金等）の増加、期末配当金の支払を主因として、短期借入金が増加．

• 純利益の順調な積上げにより、自己資本比率は前期末比 3.1ppt 上昇．
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連結営業キャッシュ ・ フロー

• 過去最高の四半期純利益を達成したものの、増収に伴う 所要運転資本（主に売掛金等）の増加に加え 、

前期過去最高益の計上に伴う法人税等の支払額の大幅増加 （前年同期比 +157 億円）が影響し、営業 CF は111 億円のキャッシュアウト （前年同期比 145 億円減少） ．

• CCC は前年同期、前期末と同水準の 132 日．

（単位：日数）

■連結CCC
FY25Q1 FY25Q4 FY26Q1 前年同期比 前期末比

DSO
（ 売掛債権回転期間）

47 45 45 2日良化 -

DIO
（棚卸資産回転期間）

148 152 150 2日悪化 2日良化

DPO
（ 買掛債務回転期間）

65 65 63 2日悪化 2日悪化

CCC 130 132 132 2日悪化 -

参考：現預金残高 1,135 億円 1,122 億円 1,193 億円 +58 億円 +71 億円

（単位：億円）

1,046

373

240

495

△62

※34

1, 099

FY24

Q4

Q3

Q2

Q1 430

403

FY25

232

FY26Q1

※△111

△111
※主な内訳 FY25Q1 FY26Q1 増減

税金等調整前四半期純利益 433 618 +185

減価償却費 53 76 +23

所要運転資本の増加 (△) △270 △419 △149

その他の資産の増加 (△) △67 △59 +8

その他の負債の減少 (△) △91 △121 △30

法人税等の支払額 (△) △79 △236 △157

その他の増減 55 30 △25

合計 34 △111 △145
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カテゴリー別／主要地域別 DIO 及び棚卸資産

■カテゴリー別（単位：億円） ※ FY25Q1 FY25Q4 FY26Q1 前年同期比 前期末比

P.RUN
DIO 99 日 96 日 98 日 △1日 +2 日

棚卸資産 412 615 585 +173 △30

CPS
DIO 92 日 88 日 88 日 △4 日 -

棚卸資産 106 150 132 +26 △18

AP
DIO 157 日 161 日 159 日 +2 日 △2日

棚卸資産 85 96 112 +27 +16

SPS
DIO 83 日 83 日 80 日 △3日 △3日

棚卸資産 134 222 227 +93 +5

OT
DIO 209 日 210 日 215 日 +6 日 +5 日

棚卸資産 216 247 289 +73 +42

■主要地域別（単位：現地通貨） FY25Q1 FY25Q4 FY26Q1 前年同期比 前期末比
アシックスジャパン

（億円）
DIO 128 日 139 日 142 日 +14 日 +3 日

棚卸資産 157 222 205 +48 △17
米国

（ M USD ）
DIO 117 日 114 日 107 日 △10 日 △7日

棚卸資産 140 187 162 +22 △25
欧州

（ M EUR ）
DIO 149 日 146 日 146 日 △3日 -

棚卸資産 201 286 265 +64 △21
中国

（ M RMB ）
DIO 174 日 170 日 165 日 △9日 △5日

棚卸資産 983 977 1,004 +21 +27

※ カテゴリー別棚卸資産残高には洋上在庫を含めておりません．

• 連結DIO は150 日．特にインバウンドが好調なアシックスジャパンで OT の在庫構成比が大きく増加した影響により 前年同期比＋2 日．  

一方でSS26 シーズン在庫の順調な消化により前期末比 2 日良化．

■連結DIO （単位：億円） FY25Q1 FY25Q4 FY26Q1 前年同期比 前期末比

連結

DIO 148 日 152 日 150 日 +2 日 △2日

棚卸資産 1,266 1,789 1,708 +442 △81
うち洋上在庫 289 463 381 +92 △82

WKのDIOについては掲載無し
ビジネス規模が僅少（連結売上高の1.6%）である中で、DIOが198日（前年同期比＋
41日）であることを考慮したもの
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ROA ツリー分解

売上高

売上原価

人件費

広告宣伝費

賃借料・減価償却費

運転資本回転率 ※ 1

固定資産回転率 ※ 2

粗利益率

販管費率

Profit

Efficiency

ROA ※ 3

利益体質の確立

資産効率の向上

その他

FY26Q1 : 54.6%
FY25Q1 : 55.8%

FY26Q1 ： 32.1%
FY25Q1 : 34 .4%

FY26Q1 : 2,702 億円
FY25Q1 : 2,083 億円

FY26Q1 : 1 ,227 億円
FY25Q1 : 919 億円

FY26Q1 : 254 億円
FY25Q1 : 219 億円

FY26Q1 : 179 億円
FY25Q1 : 133 億円

FY26Q1 : 98 億円
FY25Q1 : 89 億円

FY26Q1 : 337 億円
FY25Q1  : 277 億円

FY26Q1 : 5.0 回 
FY25Q1  : 5 .2 回

FY26Q1 : 6.1 回 
FY25Q1  : 5. 7 回

FY26Q1 : 30 .4%
FY25Q1 : 24 .5%

• 粗利益率は米国関税の影響を受けるも、増収及び販管費コントロールにより 販管費率が低下し、営業利益率が向上．

• 増収に伴う所要運転資本の増加により 運転資本回転率は低下したものの、固定資産回転率 の上昇により資産効率が向上 ．

• この結果 、 ROA は前年同期比+5.9ppt の30.4 ％へ良化．

（ 2025 年12 月期期末総資産 + 2026 年12 月期第1四半期末総資産） ÷2 
※３ ROA ＝

2026 年12 月期第1 四半期 当期純利益2026 年12 月期第1 四半期 売上高

（ 2025 年12 月期期末運転資本 + 2026 年12 月期第1 四半期末運転資本） ÷2 
※１ 運転資本回転率 ＝

※２ 固定資産回転率 ＝
（ 2025 年12 月期期末固定資産 + 2026 年12 月期第1 四半期末固定資産） ÷2 

2026 年12 月期第1 四半期 売上高

× ４

× ４

× ４
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2026 年度 IR カレンダー（予定）

イベント

2026

5月23 日(土) 13:30 – 16:00 個人投資家向け IR説明会 ＠福岡

6月13 日(土) 13:30 – 16:00 個人投資家向け IR説明会 ＠札幌

8月14 日(金) 13:00 開示 2026 年12 月期 第2四半期決算 決算発表

8月14 日(金) 14:00 - 15:00 2026 年12 月期 第2四半期決算 決算説明会（報道機関向け）

8月17 日(月) 14:00 - 15:00 2026 年12 月期 第2四半期決算 決算説明会（機関投資家、アナリスト向け）

8月30 日(日) 時間未定 個人投資家向け IR説明会 ＠仙台

9月12 日(土) 時間未定 個人投資家向け IR説明会 ＠神戸

11 月13 日(金) 13:00 開示 2026 年12 月期 第3四半期決算 決算発表

11 月13 日(金) 14:00 - 15:00 2026 年12 月期 第3四半期決算 決算説明会（機関投資家、アナリスト、報道機関向け）

11 月17 日(火) 時間未定 インベストメントデイ（テーマ：次期中期経営計画）

11 月29 日(日) 時間未定 個人投資家向け IR説明会 ＠名古屋

12 月12 日(土) 時間未定 個人投資家向け IR説明会 ＠広島

2027 2月13 日(土) 時間未定 個人投資家向け IR説明会 ＠東京
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IR トピックス

#001E62 #0E31A0 #2947d1 #485CC7 #B6B8DC #EBEBEB #A9A9A9 #919191 #5E5E5E

１ ２インドネシアにてアナリスト・機関投資家向け視察ツアーを開催 個人投資家向けの活動

個人投資家向けIR説明会 in 那覇

• 個人投資家向け体験型IR説明会は2 巡目に入り、 3 月14 日に

那覇で2 回目となるイベントを開催．

• COO 富永、村井社外取締役のプレゼンテーションに加え、全社外取締役が登壇．

• 今後7 都市（福岡、札幌、仙台、神戸、名古屋、広島、東京）で開催予定．

IR BOOK

• 個人投資家向け会社説明資料「 IR BOOK 」の最新版を 3 月末に公開．

• アシックスの創業哲学や沿革に加え、近年の好調な業績を支える

経営改革やカテゴリー経営体制等を紹介．

IR BOOK はこちら →

店舗視察 工場視察

ランニング パデル体験

• Year of ASIA の取組みの一つとして、東南アジアの中でも

特に人口規模が大きいインドネシアにおいて、市場のポテンシャルを

体感いただくことを目的に、 3 月28 日～30 日に視察ツアーを開催．

• ランニングやパデルの体験、店舗や工場の視察に加え、

キーメンバーによるプレゼンテーションを実施．

社外取締役COO シューズ試し履き
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無形資産に関する取組み

人
的

資
本

知
的

財
産

#001E62 #0E31A0 #2947d1 #485CC7 #B6B8DC #EBEBEB #A9A9A9 #919191 #5E5E5E

• 「グローバル知財戦略フォーラム 2026 」 ※1において、 CEO 廣田が基調講演に登壇．

「アシックスの経営改革と知財戦略」について発信．

※1 特許庁及び独立行政法人工業所有権情報・研修館（ INPIT ）の共催。オンライン含め 2 ,000 名以上が参加

• 知財・無形資産ガバナンス推進協会 ※2が選定する「第２回 知財・無形資産ガバナンス表彰」において

「最優秀賞」を受賞．アシックスの受賞は 2 年連続で、優秀賞を受賞した昨年度から更に

「知財ガバナンスの高み」をめざした姿勢を高く評価頂いた．

※2 知財・無形資産ガバナンス推進協会 （ IPIAGPA） ：https://ipiagpa.net/

• 海外事業会社の責任者などを対象とし、アシックスの普通株式を付与する株式報酬制度を導入し、

2026 年２月に新規に譲渡制限付株式ユニットを対象者に付与．

日本の従業員のみならず、外国籍の役職員についても、株主の皆様との一層の価値共有を進め、更なる企業価値向上を目指す．
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ESG に関する取組み①

外
部

評
価

#001E62 #0E31A0 #2947d1 #485CC7 #B6B8DC #EBEBEB #A9A9A9 #919191 #5E5E5E

廃棄予定製品を原料に用いたスニーカー 「 NEOTIDE 」を 欧州で発売

• 使用済みシューズを新たなシューズの原料へと循環させる業界初の取組みで製品化した「 NEOCURVE 」の

技術を継承した最新モデル . 

• シューズを再生した粉砕材料の使用比率をさらに向上させ、 17.5 ％を実現 . 

• シューズの回収から製造・販売までヨーロッパ圏内で完結することで CO ₂排出量削減にも貢献．

「 TN FD 提言」を参考に生物多様性の 調査を実施

• アシックスが自然に与える影響と自然への依存を把握することを目的に、自然関連財務情報開示を促す

イニシアティブである TNFD の提言を参考に LEAP 分析※を実施.

• 今後は調達量の多い合成系原材料への対応を最優先とし、認証材 の調達継続、トレーサビリティ向上 等による

一次データ取得強化に取組む .

    ※ LEAP 分析：企業が自然との依存関係や影響を把握し、自然関連のリスクと機会を特定・評価するための分析プロセス

「 Dow Jones Best -in -Class （ DJ BIC ） Asia Pacific Index 」の構成銘柄に 11 年連続で選出

• 世界各国の企業の持続可能性を経済・環境・社会の 3 つの側面から評価し、優良企業を選定する「 DJ BIC 」において、

アジア・オセアニア地域の企業を対象とした「 Asia Pacific Index 」に 11 年連続で選定 .

（日本企業 76 社を含む 162 社が選定）

「 S&P Global Sustainability Yearbook 2026 」に選定

• S&P Global 社が発行する「 The Sustainability Yearbook 2026 」の「 Yearbook Member 」に 3 年ぶりに選定 . 

 （世界約 9,200 社のうち、 848 社が選定）

NEOTIDE

環
境
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ESG に関する取組み②

ガ
バ

ナ
ン

ス

#001E62 #0E31A0 #2947d1 #485CC7 #B6B8DC #EBEBEB #A9A9A9 #919191 #5E5E5E

取締役会の多様性強化

• アシックスにとって初の外国籍の取締役となる Jenifer Rogers 氏が就任.

（ご参考：取締役９名（内独立社外取締役６名）、独立社外取締役比率 66.7% 、女性取締役比率 44.4% ）

個人株主とのコミュニケーション強化

• 2025 年度株主総会の招集通知に際して、議長による議案概要説明及び取締役候補者のメッセージ動画を配信 .

• 同総会への当日出席株主数は294 名と昨年比倍増以上 . 総会終了直後にASICS Foundation 活動報告会を開催 .

• 来年以降の定時株主総会開催場所は神戸・東京の交互開催とする方針 . 2027 年3 月は東京開催予定.

有価証券報告書の早期開示

• 株主・投資家の皆さまに各種検討や意思決定の時間を十分に確保いただくことを目的として、アシックスとして初めて

有価証券報告書を株主総会の３週間前にあたる３月４日に提出．

• 日本企業の中でも先進的な対応となる早期開示を実現．

Jenifer Rogers 氏
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6.1%

24.0%

35.7%

13.2%

6.2%

6.3%

8.5%

P.RUN CPS

SPS

AP

OT

カテゴリー別地域別売上高構成 （ 2026 年12 月期 第1 四半期）

27.5%

14.4%

23.6%

9.3%

12.7%

7.0%

5.5%

19.8%

7.3%

44.9%

11.0%

7.0%

5.8%

4.2%

3.6%

24.6%

44.5%

13.2%

5.2%

2.7%

6.2%

48.0%

7.0%

25.2%

1.6%

12.9%

5.3%

■アシックスジャパン ■北米 ■欧州 ■中華圏 ■オセアニア ■東南・南アジア ■その他

43.2%

11.3%5.3%

22.1%

14.0%

1.6%
2.5%

連結

P.RUN

CPSAP

SPS

OT

その他

*カテゴリー毎の地域別割合

#001E62 #0E31A0 #2947d1 #485CC7 #B6B8DC #EBEBEB #A9A9A9 #919191 #001E62

WK

WK

0.1%

99.9% ※

※WK においては日本地域の売上にて算出

（東南・南アジア等）
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14.3%

17.8%

31.3%

13.8%

5.9%

6.2%

10.7%
18.3%

21.7%

7.4%
5.5%

47.0%

0.1%

アシックスジャパン 北米

中華圏

欧州連結

北米

欧州

中華圏

オセアニア

東南・南アジア

その他

主要地域別カテゴリー別売上高構成 （ 2026 年12 月期 第1 四半期）

58.3%

9.1%

2.2%

30.4%

49.3%

8.5%

7.7%

31.4%

3.1%

41.3%

7.6%4.3%

21.1%

25.7%

45.8%

24.4%

6.4%

19.6%

3.8%

■P.RUN ■CPS ■AP ■SPS ■OT ■その他

オセアニア 東南・南アジア

43.7%

12.8%
5.0%

9.5%

29.0%

「連結」業績管理の
円グラフと交換

アシックスジャパン

*地域毎のカテゴリー別割合

#001E62 #0E31A0 #2947d1 #485CC7 #B6B8DC #EBEBEB #A9A9A9 #919191 #5E5E5E
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日本
FY25

(1 -3 月)
FY26

(1 -3 月)

前期比

増減額 増減率

売上高 505 592 +87 +17.2%

為替影響除く 592 +87 +17.2%

営業利益 106 145 +39 +35.8%

営業利益率 21.1% 24.5% - +3. 4 ppt

2026 年12 月期 第１四半期地域別実績
（ 単位：億円 ）

アシックスジャパン
（日本地域の内数）

FY25
(1 -3 月)

FY26
(1 -3 月)

前期比

増減額 増減率

売上高 317 386 +69 +22.0%

為替影響除く 386 +69 +22.0%

営業利益 90 122 +32 +35.8%

営業利益率 28.5% 31.7% - +3.2ppt

北米
FY25

(1 -3 月)
FY26

(1 -3 月)

前期比

増減額 増減率

売上高 391 481 +90 +23.0%

為替影響除く 464 +73 +18.8%

営業利益 57 63 +6 +10.6%

営業利益率 14.8% 13.3% - △1.5ppt

欧州
FY25

(1 -3 月)
FY26

(1 -3 月)

前期比

増減額 増減率

売上高 587 845 +258 +43.8%

為替影響除く 746 +159 +27.2%

営業利益 118 182 +64 +53.5%

営業利益率 20.2% 21.5% - +1. 3 ppt

中華圏
FY25

(1 -3 月)
FY26

(1 -3 月)

前期比

増減額 増減率

売上高 290 371 +81 +28.2%

為替影響除く 348 +58 +20.0%

営業利益 67 110 +43 +62.9%

営業利益率 23.4% 29.7% - +6.3ppt

オセアニア
FY25

(1 -3 月)
FY26

(1 -3 月)

前期比

増減額 増減率

売上高 124 159 +35 +27.4%

為替影響除く 139 +15 +12.4%

営業利益 22 23 +1 +7.0%

営業利益率 17.7% 14.9% - △2.8ppt

東南・南アジア
FY25

(1 -3 月)
FY26

(1 -3 月)

前期比

増減額 増減率

売上高 125 168 +43 +34.6%

為替影響除く 161 +36 +28.7%

営業利益 30 44 +14 +45.2%

営業利益率 24.4% 26.3% - +1.9ppt

その他地域
FY25

(1 -3 月)
FY26

(1 -3 月)

前期比

増減額 増減率

売上高 129 159 +30 +23.4%

為替影響除く 146 +17 +13.4%

営業利益 23 29 +6 +25.7%

営業利益率 18.4% 18.7% - +0.3ppt
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2026 年度 通期業績予想：カテゴリー別

（単位：億円）
FY25
実績

FY26
予想

増減率
為替影響を除く

増減率

売上高 3,635 4,150 +14.2% +13.7%

P.RUN カテゴリー利益 860 1,040 +20.9% +20.6%

カテゴリー利益率 23.7% 25.1 ％ +1.4ppt -

売上高 860 980 +13.9% +13.5%

CPS カテゴリー利益 167 190 +13.3% +12.8%

カテゴリー利益率 19.5% 19.4 ％ △0.1 ppt -

売上高 420 480 +14.1% +13.9%

AP カテゴリー利益 59 70 +17.8% +17.7%

カテゴリー利益率 14.1% 14.6 ％ +0.5ppt -

売上高 1,413 2,050 +45.1% +44.4%

SPS カテゴリー利益 413 600 +45.1% +44.7%

カテゴリー利益率 29.3% 29.3 ％ - -

売上高 1,365 1,520 +11.3% +11.3%

OT カテゴリー利益 514 540 +4.9% + 4.9 %

カテゴリー利益率 37.7% 35 .5 ％ △2.2 ppt -

売上高 164 162 △1.5 % △1.5%

Walking カテゴリー利益 18 22 +20.5% +20.6%

カテゴリー利益率 11.1% 13.6% +2.5ppt -
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2026 年度 通期業績予想：地域別

※ 日本地域には、他の地域にはない主要 5 カテゴリー以外を販売する会社も含まれております．他の地域との比較可能性を考え、アシックスジャパンを日本地域の内訳として記載しております．
なお、 日本地域には、アシックスジャパン、アシックス商事、ニシスポーツなどの会社を含みます．

（単位：億円）
FY25
実績

FY26
予想

増減率
為替影響を除く

増減率

売上高 2,042 1,800 △11.9 % -

日本 地域 ※ 営業利益 447 450 +0.6% -

営業利益率 21.9% 25.0% +3.1ppt -

売上高 1,272 1,380 +8.4% -

うち、アシックスジャパン 営業利益 381 430 +12.7% -

営業利益率 30.0% 31.2% +1.2ppt -

売上高 1,411 1,680 +19.0% +18.4%

北米 地域 営業利益 160 180 +12.4% +11.1%

営業利益率 11.3% 10.7% △0.6ppt -

売上高 2,258 2,810 +24.4% +24.4%

欧州 地域 営業利益 367 520 +41.5% +41.8%

営業利益率 16.3% 18.5% +2.2ppt -

売上高 1,205 1,400 +16.2% +16.9%

中華圏 地域 営業利益 250 300 +19.5% +20.1%

営業利益率 20.8% 21.4% +0.6 ppt -

売上高 496 580 +16.8% +13.1%

オセアニア 地域 営業利益 79 100 +26.1% +21.8%

営業利益率 16.0% 17.2% +1.2ppt -

売上高 497 590 +18.5% +21.5%

東南・南アジア 地域 営業利益 109 130 +18.8% +21.9%

営業利益率 22.0% 22.0% - -
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株価及び指標の推移

■株価推移 2017 年末 – 2026 年4 月30 日

出所：ブルームバーグ

4,432 円（ 4 /30 ）

■ EPS 推移

■ PBR 推移

出所：ブルームバーグ※ 4 月30 日時点

※2018 年初を100 として標準化

2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026
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DISCLAIMER 将来見通しに関する記述についての注意

このプレゼンテーション資料に記載されている、当社の現在の計画、見通し、戦略、確信などのうち、歴史的事実
でないものは将来の業績に関する見通しであり、これらは現在入手可能な情報から得られた当社の経営者の判断に
基づいています。したがって、これらの業績見通しのみに全面的に依拠することは控えてくださいますよう、お願い
いたします。実際の業績は、さまざまなリスクや不確実性により、これらの業績見通しとは大きく異なる結果と
なりうることをご承知おきください。実際の業績に影響を与えうるリスクや不確実性には、当社の事業を取り巻く
経済情勢、さまざまな競争圧力、関連法律・法規、為替レートの変動などを含みます。
ただし、業績に影響を与えうる要素はこれらに限定されるものではありません。
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